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Monthly Opinion  ≪この治療いつまで続くの？≫ 
 

  

   

～ どこまで続く泥濘ぞ 三日二夜を食もなく 雨降りしぶく鉄兜 ～ 

 １９３７年（昭和１２年）に始まった日中戦争。解決の目途が立たないまま広大な

中国大陸の奥地へと戦線が拡大し、泥沼化してゆく中で戦意高揚を目的に作ら

れた戦時歌謡の一節です。勿論そのような意図は微塵もなかったことなのでし

ょうが「どこまで続くぬかるみぞ」の歌詞には、ゴールの見えない苛立ちと不安

感、そしてその結末までもが図らずも見通されていたかのように、その後、我が

国は勝算なき太平洋戦争へと突入し、手酷い敗戦の憂き目を見ることになった

ことは、歴史が示しているとおりです。 

「その仕事、いつまでかかるの？」「一体、いつになったら終わるの？」 

 日々の生活のほとんどは予定された行動を手帳やカレンダーに書き込み、そ

れらの予定に支障を来たさないように立てた行動計画に基づいて整斉と実施さ

れ進んでいきます。その結果が様々な目標の実現となって私たちに満足を与え、

成長をもたらしてくれるのです。 

従って計画性のないもの、計画はあっても計画どおりに進まないものに私た

ちは苛立ちを覚えることが多くなります。その代表例が歯科治療ではないでし

ょうか。最初の診断の後、治療方法についての説明や希望聴取が行われ、決定さ

れた方法で治療が始まりますが、何回通院していつ終了するのかが明確に示さ

れないのです。真剣に歯を良くしたいと望んでいる人、計画性のある生活や仕事

を行っている人にとっては、この不明瞭さが何とももどかしく、当に「どこまで

続く泥濘ぞ」なのです。 

 今月は現代の多くの繁盛歯科医院が抱える共通問題とも言うべき「終わりの

見えない治療への不満」について考えてみました。 

 

 

 

 
 

 

名医と評判の院長と通院患者の会話 

「先生、今の治療が終わるのはいつごろでしょうか？実は来月半ばからは仕事

が繁忙期に入ってしまいますので通院の時間がちょっと取りづらくなりそうな

んですが･･･」 

「山田さん、そうですか、それは困りましたね。お忙しいとは思いますが、今の

状態で 2～3 ヶ月放置すると、折角もう少しというところまで来ているのが、ま 

１ 繁盛歯科医院、衰退への危険因子を探る  


